書評 : 金子肇『近代中国の国会と憲政 ― 議会専制の系譜 ―』 <当日配布資料> by Nara, Katsuji
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository
Title 書評 : 金子肇『近代中国の国会と憲政 ― 議会専制の系譜 ―』<当日配布資料>
Auther(s) 奈良, 勝司





































































２７９という時の、前者の具体は？ また同時代人・当事者による言及の如何は？  
  
・機能不全・擬制（みせかけ）と（本質であるがゆえの）逆説のあいだ 
本当に民意を代弁しているのか（Ⅱの安福国会の事例） 
本当に機能しているのか（Ⅷの最後の立法院の実態） 
全人代体制の「安定」をどう評価するか。議会の問題の所在は、本質からの逸脱（機能
不全・擬制化）ゆえか、それとも本質そのものに内包されているのか（逆説）  
  
・「議会専制」は特別な要素なのか、それとも権力追及の一つの形にすぎないのか？  
40 
 
「抗争する勢力が競い合うかのように立法権ないし行政権を強化しようとし、両者の志向
が両極端に奔る傾向が強かった」２７８  
「『議会専制』をめざす立憲的志向と、行政権の独立・強化をめざす立憲的志向の対立」 
２７９  
「大総統府では自らを統治権中枢として肥大化させ自立化をめざすような動きが執拗
に続いていた（中略）顧問院は人事上において議会の掣肘を受けず、国務院からも相
対的に自立した大総統直属の執行機関に肥大化する可能性を秘めていた（中略）その
後も大総統府の肥大化と自立化をめざす動きは止まる気配を見せなかった」４４～５
「新約法下の国会の権限は臨時約法と天壇憲草に比べて大幅に削減され、逆に大総統
の国会に対する掣肘は立法・行政両権の均衡を損なうほど強化されていた」４８  
→行政権の側の肥大化志向も「議会専制」に対置されているようにみえるが、こちらの歴
史的背景や淵源は？  
◆「議会専制」は数ある権力強化志向の一つに過ぎないのか、特別な位置を占めるのか？  
  
